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継続時間の長いガンマ線バースト（以下、単にGRB）は宇宙最大の爆発現象といわれ、少なくともその一部は
大質量星が起こす重力崩壊型超新星（以下、CC SN）に伴って発生すると考えられている。しかし、CC SNが
常にGRBを引き起こすわけではなく、GRBの発生条件についてはいまだ議論が続いている。起源星の金属量が
低いほどGRBが発生しやすいとする説が有力視されているものの、GRB発生頻度と金属量の定量的な関係は定
まっていない。GRB母銀河はGRB発生頻度と金属量の関係を観測的に制限する重要な手掛かりである。特に、
z <
∼ 0.3の低赤方偏移GRB母銀河は分光観測による金属量測定が比較的容易な上、宇宙全体の銀河種族の平均的
な金属量が高赤方偏移に比べて高いことから低金属な場合に発生しやすいとされる GRBの性質が強く現れやす
いと期待できる。 しかし、GRBの発生座標は全天に一様に散らばっているため系統的な分光観測は進んでいな
い、低赤方偏移のGRB母銀河であっても性質が十分に調べられていないものが多く残されており、GRB母銀河
種族の全体像は未解明である。
低赤方偏移（z ≤ 0.345）で知られている 11の GRBのうち 4つの母銀河についてこれまで金属量が測定され

ていない。我々はGemini/GMOSによるキューモード観測を用いて、新たに 3つの母銀河の分光観測を行い、残
り 1つの母銀河についてはGRBとは無関係な赤方偏移サーベイによって取得されたのスペクトルを利用して母
銀河の金属量を調べた。本講演では我々の分光サンプルの概要を示すともに、低赤方偏移GRB母銀河の金属量
から得られるGRB発生頻度と起源星金属量の関係を議論する。


